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研究成果の概要（和文）：

子どもにおける運動生活習'償と体ﾉﾌや健康指標との関連性を横断データを用いて検討した先
行研究は数多くある．しかし、縦断データをN1いた変化同士の関連性や量反応関係を検討した
研究はほとんどない．本,研究では小学生と中学生を対象として３年間継続して調査した結果か
ら，次のようなことが明らかとなった．１）小学生の低体ﾉﾌﾞ集卜Ⅱでは朝食摂取状況の改善が，
中学生では'１ﾘ1食摂取状況とテレビ視I1Mlil博聞の改善が体力の向上と関連がある．２）小学生では
運動生活習慣→体力→不定愁訴の因果関係がある３）不定愁訴の子ども割合は毎日朝食摂
取，１日の運動時間が３０分以上，l1ilii眼時間６時間以'二，テレビ等視聴時間が３時間未満にな
ると減少する．

研究成果の概要（英文）：
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2009年度 24ｑＯＯＣ ＬＯ４ｑＯＯＣ8０００００

2010ｲﾄﾞ度 52000040ｑＯＯＯ 120.000

2011年度 520.0004０００００ 120,000

年度
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総計 480,000 2.080ＤＯＣＬ６００００Ｃ

研究分野：総合領域

科研費の分科・細目＞健康・スポーツ科学，応用健康科学
キーワード：体力，ｆＩさ活齊ＩｌＨＬ縦断的研:究、子ども

直接経費 間接経費 合計

2009年度 800000 240,000 1,040,000

2010ｲ'二度 40ｑＯＯＯ 120,000 520,000

2011年度 400,000 120,000 520,000

年度

年)蔓

総計 １，６０００００ 480,000 2,080000



１研究開始当初の背景

子どもの体ﾉ]低下は世界的な問題となっ
ており，子どもの,体力li1i]上に資する研究では
学校体育のプログラムと体力の関係、運動習
慣を含む基本的生活習'慣と体力の関係につ
いて，一定の関連性が認められている．ただ
し，因果関係を同定するためには，縦断的デ

ータを用いた基本的生活ｉｉＩｉＩ債の改善と体力
の向上の関連を確認する必要がある

しかしながら諸外国の行動疫学的研究を
概観すると，身体活動量を長期にわたり追跡
するtrackingstudyに関連した研究におい
て，運動習Ｉ慣（テレビ視聴時間などの不活動
習慣を含む）項目同士の縦断的因果関係を確
認した報告以外に見あたらない．

縦断的データを用いた11:Ｍ１の報告では，文
部科学省が実施した,体ﾉJ向上実践事業にお
ける基本的生活習'償の改善と体力向｣この関
係を示す報告が最も現場サイドにおいて有
益な知見となっているが，その報告ilﾄﾞでは，
実践的取り組みを行った参力Ⅱ枝と調杏にの

み参加した協ﾉJ校とを比較し，基本的生活習
慣の改善が有効であることを示しているだ
けで，因果関係を定量するまでには至ってい
ない．

さらには，体育教師以外の教師や養護教諭，
保護者の視点で考えると，基本的生活稗慣の
改蒋の取り組みの成果は体ﾉﾉの向上だけで
なく，体の調子や心の調子を改善し，総合的
な視点で子どもの元気を取り戻すことがで
きる取り組みを明らかにする必要がある．

調査項目は，文部科学省新体力テスト

（６歳から１１歳対象）８項目，運動部・
スポーツクラブ所属状況（に所属あり，
２：なし)，運動・スポーツ実施状況（ｌ：
週３１１以上～４：しない)，１１１の運動実
施時間（l：３０分未満～４:２時間以上)，
朝食摂取状況（１：毎日食べる～３：毎
ｎ食べない)，IilrIR時間（ｌ：６時間未満
～３：８時間以上)，１日のテレビ視聴時
間（ｌ：１時間未満～４：３時間以上）で
あった．３年間の体力向上に及ぼす運動
生活御慣の改善の影響を検討するため

に３時点の体ﾉJ総合評価（５段階）に
よる潜在曲線モデルと３時点の各運動

生活課慣項目を仮定した潜在Itll線モデ
ルを榊築し，潜在曲線モデル間の関連
性を検討するために各運動生活習Ｉ慣
項目の切片（初期値）と傾き（増加率）
から体〃総合評価の切片と傾きへのパ

ス（'犬|巣関係）を仮定したモデルを作
成した（図ｕまた，モデル分析は全
対象者を川いた場合と初年度の体力総
合評価がＤ又はＥの対象者（ＤＥ群）の
みをⅢいた場合の両方に対して行った．
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本研究では，活動的で元気な子どもを育て
る取り組みの効果について縦断的データを

用いて検証するために４つの課題を設定し
た．

（１）課題に小学生における基本的生活習慣

の改善と体力向上の関連性の検討
（２）課題２：｢'１学生における基本的生活習慣

と体力向上の関連性の検討
（３）課題３：小学生における学校の楽しさ，

不定愁訴，体力及び運動生活習慣の関
連性の検討

（４）課題４：小学生における不定愁訴の有無

に及ぼす体力及び運動生活習慣の複合
要因の検討
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図１．基本的生活習慣と体ﾉ]の関係を検証す
るための潜在ＩＭＩ線モデル

(2)（課題２）対象者は１１～１３歳までの日本

人'ｷＩ学生２７９名（男子145名，女子１２８
名，不Ｉﾘ１６名）であった．調査は年に１

回実施し，同一対象者に対して３年間
で合計３回実施した．調査項'1は文
部科学省体力・運動能力調街において
実施されている項｢]に準拠し，生活習
｣償として朝食摂取状況(３作法)，睡眠時
間(３作法)、テレビ等視聴時間(４件法)。

３．研究の方法

（１）（課題ｌ）調掻実施当111jに文部科学省｢体
力向上実践事業」の対象枝であったＩ

市Ｍ地区の全小学校(４校)を用い,２００４

年度に１～４年生であり，２００６年度まで
に継続して在籍していた男子２６９名，

女子２６２名，計５３Ｗ,を対象とし，調
査データに欠損のない男子２３０名，女

子２２６名、計４５６名を分析に用いた．



討・するために，不定愁訴の有無を従属

変数，体力及び運動生活習慣項目を独
立変数とした分類２進木解析（CART）
を用いた．また，不定愁訴が発現する
リスクを定量するために，不定愁訴の
有無を従属変数(ありをＬなしを０)，
体力及び運動生活習'償項目を独立変数
にしたロジステイック回帰分析（ステ
ップワイズ法）を用いた．

体力として握力，上体起こし，長座体
前屈，反復横とび，２０ｍシャトルラン
テスト，５０ｍ走，立ち幅とび，ハンド

ボール投げの８項目であった。３年間の
体力向上に及ぼす運動と'三活習慣の改善
の影響を検討するための手続きは，課
題１と同様であった．

(課題３）対象者は小学校１学年から６
学年の男子３８５名，女子３７８名，計７６３
名であった．体力は文部科学省新体力
テスト８項目，運動生活習'償は運動部

への所属，運動の頻度及び時間，朝食
摂取,テレビ視聴，睡眠,家庭学習（１：
しない，２：３０分くらい，３：１時間
くらい，４：１時間３０分以上)，時間厳

守（１：できない，２：あまりできな
い，３：できる．４：よくできる)、不

定愁訴は身体の調子３項目，意欲３項
目から測定した．不定愁訴の具体的な

内容は，「毎日おいしく食事ができる
（食欲)」（１：できない，２：あまり
できない，３：できる，４：よくでき

る)，「朝，気持ちよく起きられる（朝
の目覚め)」（１：起きられない，２：
ときどき起きられない，３：起きられ

る。４：毎朝，起きられる)，「体の調
子が悪いことがある（体調)」（１：よ
くある，２：ときどきある，３：あま

りない，４：ない)，「やる気が起きな
いことがある（やる気)」（１：よくあ

る，２：ときどきある，３：あまりな

い，４：ない)，「お腹や頭が痛いこと

がある（腹痛・頭痛)」（１：よくある，

２：ときどきある，３：あまりない，
４：ない)，「疲れやすい方である（疲

労感)」（１：とてもつかれる，２：つ
かれやすい，３：あまりつかれない，
４：つかれない）であった．この他に

学校の楽しさ（１：楽しくない、２：
あまり楽しくない，３：楽しい，４：
とても楽しい）について回答を得た．

分析について，体力と運動生活習慣及
び不定愁訴の関連を分析するためにク

ロス集計表を用いた．また不定愁訴と
学校の楽しさの因果関係を分析するた
めに構造方程式モデリングを用いた．
(課題４）対象者は公立小学校５校に通
う１年生から６年生の男子２３２５名，女
子２１９１名，計４５１６名であった．測定
項目は文部科学省新体力テストにおけ

る体力総合評価，運動実施頻度，運動
実施時間，朝食摂取状況，睡眠時間，

テレビ等視聴時間，そして不定愁訴(体
の体調３項目，意欲３項目）であった．

また，不定愁訴合計点を基に不定愁訴

の有無（従属変数）を判定した．不定
愁訴の有無に及ぼす影響を複合的に検

(3)

４．研究成果

（１）小学生における基本的生活習'償の改善
と体力向上の関連性（課題Ｉ）

３時点の体力総合評価（５段階）による潜
在曲線モデルと３時点の各運動生活習慣項目
を仮定した潜在曲線モデルは,全てのモデル
のモデル適合度が良好な値を示した．低体力
群（体力評価DE）においてのみ食習慣の変化
から体力得点の変化に対して有意な正の影
響が認められた．また，初期値に関しては全
データにおける食習慣と運動習慣，低体力群
におけるすべての生活習慣（テレビ視聴習慣

を除く）の有意な影響が認められたことから
低レベル群においては食習慣の改善が体力
向ｋに影響し，初期の生活習慣はその後の体
力の向｣二に影響があることが示唆された．

表１潜在曲線モデルのパス係数：全対象者
とＤＥ群の比較

パス係散（標準解）

生活習慣切片生活闘禍切片
→体力切片－，体力鱗き

生活習慣傾き生活習慣傾き
→鰭力切片→体力側皆

デー守モデル
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注Ｉ）モデルはそれぞれの蕊本的生灘習慣呵圃における潜在曲線モデルのlJU片及び唖きから体力梯
合;ilMmiの澗海INH擁モデルの切片及び傾きに対するパスを仮定したモデル慮味寸治．注2）畿中のハ
イフンＩＪｐ当蕊モデルが不適解を示しロ結果の解釈ができなかった錨所憲趣味する．望：β〈ｑｏ１

詳細は，下記論文参照

鈴木宏哉ほか（2010）小学生における体力の
向上に関連する基本的と'三活習`慣の改善：３年

間の追跡調査による検証，発育発達研究，
４６：27-36.

（２）中学生における基本的生活習慣と体ﾉ〕
向上の関連性（課題２）

X2検定の結果,朝食摂取状況の悪化と体力
合計点の`低Ｆに有意差が認められ（ｘ
２(4)＝10.40,ｐ<0.05)，テレビ等視聴時間の減
少と体力合計点の向上に有意差が認められ

た（Ｘ２(4)＝２２８９，ｐ<0.05)．体力合計点の年
次変化を課題１と同様に潜在成長曲線モデル
で表現し，体力合計点の切片と傾きに対して
説明変数（朝食摂取状況，テレビ視聴時間，
|睡眠時間）を導入したモデル分析の結果は，
良好な適合度指標を示した（CFI＝LOOq
RMSEA=0.000)．体力合計点の傾きに有意なパ

(4)



ス係数を示した説明変数は朝食摂取状況の

変化のみであった（非標準化解：１．１３，
SE=0.55)．以上の結果から，対象者の特徴や

分析手法の限界を踏まえた上で，中学生にお
ける体力と生活習｣償の経年変化の関連性に

ついて，次のような結論が得られた．①朝食
摂取状況の悪化は体力合計点の低下と関連
する．②テレビ等視聴時間の減少は体力合計
点の向上と関連する．③朝食摂取状況が改善
した集団は，変化しなかった又は悪化した集
団と比べ，体ﾉJ合計点の年間発達量が１．１３
点高い．

詳細は，下記学会要旨集参照．

Suzuki，Ｋｅｌａｌ（2011）Associations

belweenchangeofphysicalfitnessand

changeoflifestylehabitsinJapanese

adolescents：Anexaminationofthe

dose-responserelationshipl6[hEuropean
CollegeolS]〕(〕rtsScience．

を仮定したモデルが採択され，要因間に高い

パス係数が認められた．したがって，研究方
法（横断データ及び測定項目）の限界を踏ま
えた｣二で，運動生括習｣償と体力の関連，体力
と不定愁訴の関連，不定愁訴と学校の楽しさ
の関連の結果から，運動生活習'慣→体力→不
定愁訴→学校の楽しさの因果関係が示唆さ
れた．

表３．不定愁訴と体力評価の関連性 竺藝

区分装当敬ABC群

[全体］７６３７５．２
｢百日詞いし＜寓轆ができる】

てl産雇い１９７８９
掴読りでき辱い８３６６．３

できる３８９75.6

＝＜できる２７２７７．２
Ⅱ小をlMjかヨことやスポーツが好き］

大きらい１１，15.5
芭己Ⅱ５９Ｍ､１
町毒３５５６９．３

大幻さ３３８８７．９

【釘□浄限'二管くこと刀製しい］
型し＜ない２５64.O

あまり鼻し：ない１２７69.$
楽しい３８７７４．９

とても楽ししＩ２２４８０４

[輔，気将らよく記さられる】
起きられない１３９７１２

ときどき趨窪うれない２８オ７５．２
起きられる２４９７２７

毎戦‘薄きられる９３８４９
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表２は運動生活習慣と体力の関連性を示し
ている．運動習慣のある者が体力総合評価

ABC群（標準・高体力）に含まれる割合が高
く，朝食摂取や睡眠が十分でない者がＤＥ群
（低体力）に含まれる割合が高かった．
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図２．不定愁訴と学校の楽しさの因果モデノレ

表３は不定愁訴と体刀の関連性を示してい

る毎朝気持ちよく起きられるといった肯定
的な状態は標準。高体力であること，そして，

,体調が悪い，やる気が起きない，お腹や頭が
痛い，疲れやすいといった否定的な状態は低
体力であることと関連していることが確認
された．図２は不定愁訴と学校の楽しさの関

連性を示している．不定愁訴は身､体の調子と

意欲から構成され，身体の調子が意欲に影響
し，意欲が学校の楽しさに影響していること

詳細は，下記学会要旨集参照
鈴木宏哉ほか（2009）小学生における学校の

楽しさ，不定愁訴，体力及び運動生活習慣の
関連性，第５６回日本学校保健学会．

(4)小学生における不定愁訴の有無に及ぼ

す体力及び運動生活習慣の複合要因
（課題４）



以上のことから不定愁訴の改善には朝食

摂取がWI要であり，体力及び運動生活習'慣の
複合的な改善で更に改善する可能性がある．
詳細は，下記学会婆旨集参照

鈴木宏i1Jiほか（2011）小学生の不定愁訴に関

連する体力及び運動と'三活習慣の複合要因，第
10回'二1本体育測定評１１１１１学会．

ロジステイック回帰分析のステップワイ

ズ法による変数投入の結果、４項目がモデル
に採用された．ＨＬ検定の結果，モデル適合
度は良好でありオッズ比はテレビ等視聴時

間，睡眠時間，体ﾉ]総合評価，朝食摂取状況
の111頁に低い値を示した．すなわち，不定愁訴

のリスクは朝食摂取によって最も減少し，朝

食摂取状況がlf1i位変化するとリスクは０．１８
倍に低~ﾄﾞする．その’他，体ﾉ]評価ＡＢＣで０．３６
倍，’１垂眠時間増加で０．４０倍，テレビ等視聴
短縮で０．６２倍に減少する結果となった(表4）

５．主な発表論文等

（研究代表者、研究分｝1]者及び連鵬研究者に
は下線）

表４．ロジステイック回帰分析の結果（デー
タ数：2494）

〔雑誌論文〕（計４件）
①鈴木宏跳，成人期に持ち越される｣瞳どもの

頃の身体活動，子どもと発育発達,査読無，
９巻，2011,8-14.

②鈴木宏哉，成人期を見据えた子どもの頃の

変数彊謹鯵鰹羅農癩性ｵｯｽﾞ比,ｉｌｉ１ｉｉｌ;;１１;１Ｍ
（β）

朝食摂取状況

テレビ等

視聴時間

睡眠時間

体力総合評価
（ＡＢＣｏｒＤＥ）

Ｐ<ＯＩ
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０.537-0709
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身体活動経験,体育の科学,査読無,６１巻,
2011,653-660.

③鈴木宏哉，岡崎勘造，児童・生徒における
運動習慣の在り方と体力の意義，日本臨床
スポーツ医学会誌，査読無、２０巻．2011,
269-272

④鈴木宏哉，西嶋尚彦、鈴木和弘，小学生に

注)I:ここ示己i-．．!｡W桧定:カイ２乗値(7)＝９９４５，１】＝0.192

分類２進木解析の結果，分岐変数として採

用された項目は，分岐順に，ｉｌﾘ1食摂取状況，

運動実施時間，脈眠時間，テレビ視聴時間で
あった．不定愁訴あり群の割合（１３．３%）は，
ibf｢|朝食摂取者で9.6%に減少し，その中で１
日の運動時間が３０分以_|二者では７．４%，更に

lMi限時間６時間以上の条件が加わると７．０%，

更に，テレビ等視聴時間が３時間未満になる
と５．６%に低下した．

おける体力の向上に関連する雑木的生活

習悩の改善:３年間の追跡調査による検証，
発育発達研究,盃読有,４６巻,2010,27-36.
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